
実証実験レポート

【2023年度】富山県のも のづく り 企業３ 社の共通課題の解決に

向けて、行動分析などのDXソ リ ュ ーショ ンを導入（富士通Japan

株式会社）

更新日：2023/08/15

プロフ ィ ール

写真左）富士通株式会社　 ク ロスイ ンダスト リ ーソ リ ュ ーショ ン事業本部

Manufacturing  CoE 事業部　 マネージャ ー　 白井克樹

写真中央左）富士通株式会社　 ク ロスイ ンダスト リ ーソ リ ュ ーショ ン事業本部

Manufacturing  CoE事業部　 米澤和也



写真中央右）TSK株式会社　 技術部　 技師　 長岡克樹

写真右）富士通Japan株式会社　 北陸公共ビジネス部　 堀田武嗣

日本の社会課題をデジタ ル技術で解決し 、持続的な成長に貢献するこ と をミ ッ ショ ンに掲げ、自治体や

民間企業に向けて、開発から 運用までの一貫し たサービスを提供し ている、富士通Japan株式会社（以

下、富士通Japan）。親会社である富士通株式会社（以下、富士通）および、株式会社日本能率協会コ ンサ

ルティ ング様と と も に、富山県の製造業3社が抱える共通課題を抽出し 、DXソ リ ュ ーショ ンを導入する

実証実験を行いまし た。その成果について、富士通Japanの堀田武嗣様、富士通の白井克樹様、米澤和

也様、そし て今回の実証実験の実施先であるTSK株式会社の長岡克樹様から お話を伺いまし た。

ひと の動きや作業実態を把握し 、3社の共通課題である生産性向上の糸口をつかむ

-堀田氏：

昨年度、富山県IoT推進コ ンソ ーシアム様と 一緒に人材育成に関する事業に参加し まし た。そこ で次の

ステッ プと し て、製造業のお客様にDXに関する取り 組みを提案し ていた際、実証実験プロジェ ク ト



『Dig i-PoC TOYAMA』の情報を伺っ たのが始まり です。

昨年6月には、東京・渋谷で行われた『Dig i-PoC TOYAMA』のキッ ク オフ イ ベント に参加。パネルディ ス

カ ッ ショ ンの登壇者で、昨年度の『Dig i-PoC TOYAMA』の採択事業者でも ある株式会社IoTRY（以下、

IoTRY様）・加藤社長の話に圧倒さ れまし た。大学院休学中に起業し 、製造業の中に飛び込んでDXを推進

する姿に感銘を受け『Dig i-PoC TOYAMA』に応募し た次第です。

-米澤氏：

本プロジェ ク ト は、富山県の製造業の現場における課題を抽出すると こ ろから スタ ート し ています。

TSK株式会社様（以下、TSK様）、株式会社山口技研様（以下、山口技研様）、株式会社ヤマシタ 様（以下、ヤ

マシタ 様）に協力いただき、実際に各社に赴き、ヒ アリ ングを実施。KPIの管理状況や従業員エンゲージ

メ ント の悩みなど、項目別に課題をまと めまし た。その結果、各社と も に生産性の向上を最重要課題に

し ながら 、ひと の動きや作業実態の把握ができず、改善の糸口がつかみきれていないと いう 状況が浮か

び上がってきたのです。

作業実態の把握は生産性管理にと どまら ず、品質管理や工程管理、原価管理の精度向上につながる可能

性があり ます。つまり 、改善のカ ギは「ひと 」。我々は、作業者のやる気や成長を促すための「見える化」

を実現するDXソ リ ュ ーショ ンを提供し 、体験する次のプロセスへと 進みまし た。



-白井氏：

提供し た富士通のDXソ リ ュ ーショ ンは、行動分析機能が含まれる「Fujitsu Kozuch i for Vision（フ ジツ

ウ コ ヅチ フ ォ ー ビジョ ン）（以下、「Fu jitsu Kozuch i」）」と 「COLMINA 画像認識・異常検知AI」です。

「Fu jitsu  Kozuch」は約100種の基本動作学習済みモデルと 、ノ ーコ ード UIで作成する行動認識ルール

により 、複雑な人の行動を容易に認識可能な技術です。

「COLMINA画像認識・異常検知AI」は「AI技術」と 「も のづく り 現場での経験」を基に、画像認識アルゴリ

ズムを簡単な操作で高精度に自動生成、撮影し た画像から リ アルタ イムに製造品質や設備の異常を自

動判定できると いう ソ リ ュ ーショ ンになり ます。

今回、実証実験の場を提供し てく ださ っ たのは、オリ ジナルの包装やマテハン機器（※）の開発など包装

物流サービスを提供する富山市のTSK様で、対象と し た工程はマルチカ ッ タ ー機器関連作業です。

※）マテハンと は、マテリ アル・ハンド リ ングの略称であり 、「マテハン機器」と は、物流業務（商品の管理

や運搬など）を省力化・効率化する機器や設備のこ と 。



-長岡氏：

こ れまで、工場で働く ひと の動きを評価・可視化し たいと 思いながら も 実現できずにいたので、今回の

実証実験は本当に大きな意味を持っています。

例えば、初めて受注する製品であれば、何度も 生産し ているも のに比べて段取り や作業における工数や

時間はかかり ます。し かし 現場の作業実態を知ら ない経営陣から は「生産数が落ちているのに、人手が

減ってない」「短時間で終わら ない」と 言われるこ と も 。今回の実証実験で作業状況を「見える化」し た

こ と で、経営陣と 現場の作業実態のズレも 解消できますし 、効率化と いう 点でも 改善の糸口が見えてき

まし た。

DXソ リ ュ ーショ ンで「見える化」、状況を分析し て最適化の道を探る

-米澤氏：

「Fu jitsu  Kozuchi」を使っ た行動分析では、TSK様がマルチカ ッ タ ー機器のそばに設置し ていた監視カ

メ ラ の映像を使って、作業者の位置検出を行いまし た。1日分の作業を分析するのに、従来はすべての映

像を確認し ながら 分析を行う 必要があっ たため10時間以上の時間を要し ていたのに対し 、「Fu jitsu

Kozuchi」を活用すると 、10分程度で完了できるよう になっ たため、大幅な業務効率化につながってい

ます。



-白井氏：

「Fu jitsu  Kozuchi」は骨格認識機能も あるので、作業者の手がどう いう ふう に伸びているのか、体の向

きや顔の向きがどう なっているのか、と いっ た3次元の動きを捉えら れます。本来であれば、作業者の

動作を具体的に認識する方向にいく のですが、今回の実証実験ではまずは作業者の位置情報を取得し 、

作業状況を「見える化」すると こ ろから はじ めています。それはボト ルネッ ク と なっている工程や作業

の分析が先決と 考えたから です。そのう えで、長岡様や現場の皆様と 「効率化のためには、こ う いう 動

きをし っ かり と り たい」と 動作にフ ォ ーカ スを当てた、さ ら なる機能を加えていこ う と 考えています。

地に足をつけて、何が悪いのかを把握し たう えで改善に踏み切る。そのための「見える化」であり 、こ れ

をやら ない限り は効果的な解決につながり ません。

-米澤氏：

今回取得し たデータ は、改善点の見極めにも も ちろん役立ちますが、実際に改善し たと きに見比べら れ

る 基準 のデータ になると 考えています。そう いっ た点でも 、今回の取り 組みは有用と 言えるでし ょ

う 。

既存の監視カ メ ラ の映像を使って、作業実態の可視化を実現



-白井氏：

作業実態を正確に把握するためには「Fujitsu  Kozuchi」で分析する映像をし っ かり 撮るこ と が重要で

す。今回はTSK様の設置し た監視カ メ ラ が大変有効で、カ メ ラ の画角を調整するなどし てそのまま使わ

せて頂きまし た。ただし 専用のカ メ ラ ではないため、検知精度が課題になり まし たが、弊社の研究部門

と 連携し 、AIルールを工夫するこ と で、より 精度の高いデータ を抽出できるよう に取り 組みまし た。

-米澤氏：

監視カ メ ラ のよう な既存のも のでどのく ら い検出できるのかと いう と こ ろも 、実証実験と し て試し て

いたので、こ れだけし っ かり データ が取得できたのは確かな成果です。監視カ メ ラ を導入し ている企業

も 多いので、今回のよう に流用できるのは大きなメ リ ッ ト になるでし ょ う 。



-長岡氏：

「Fu jitsu  Kozuchi」で作成さ れた時系列グラ フ と 監視カ メ ラ の映像を組み合わせた画面は、一目瞭然で

大変わかり やすいも のでし た。課題を挙げると すれば、動画データ は非常に重く 、あと でデータ を見返

す場合、データ 転送等が大変です。

-白井氏：

富士通では工場内での人の動作や歩行導線にフ ォ ーカ スし たシミ ュ レーショ ンツール「COLMINA デジ

タ ル生産準備 VPS GP4」があり ます。こ ちら は仮想工場上で人の作業状況を再現できるので、動画を取

り 扱う 必要がなく なり 、データ の軽量化も 図れるはずです。また、レイ アウト を変更し たり 、人がどう

動く べきかのシミ ュ レーショ ンができるため、現状分析後の改善検討にも 非常に有利になり ます。

-米澤氏：

作業者にと っては自分にフ ォ ーカ スさ れた仮想モデルを見るだけでも モチベーショ ンが変わるのでは

ないでし ょ う か。「過去1ヶ 月こ う 動いたから 、成果が上がっ た」と いう よう に自分の行動と 成果を紐付

けて実感できるので、やる気や成長を促す一助になるはずです。

生き生きと 働く こ と のできる環境づく り が、ウェ ルビーイ ングの第一歩



-堀田氏：

富士通グループと し て日本のために何ができるのかを考え、日本を強く する会社と し て富士通Japan

株式会社が誕生し たのは2年前のこ と です。

今回の実証実験のヒ アリ ングで、TSK様、山口技研様、ヤマシタ 様から たく さ んのお話を伺いまし たが、

も の作り 企業を支えているのは「ひと 」です。経営者は「ひと 」を大切にし ながら 事業を進めているこ と

を、改めて実感し まし た。

生産の効率化を実現するこ と は、製造業の皆様が生き生きと 働く こ と のできる環境づく り を後押し し 、

富山県の掲げるウェ ルビーイ ングに近づく 一つの手段だと 思います。今後も 技術的なサポート を通し

て、働いている皆様がウェ ルビーイ ングを実感できるよう 、一緒に取り 組んでいきたいと 考えます。

【実証実験レポート 】



今回の実証実験は、第1段階と し て富山県の製造業の現場における課題を抽出。第2段階と し て、抽出し

た共通課題に対するDXソ リ ュ ーショ ンの提供（体験）と いう 流れです。

［第1段階］　 富山県の製造業の現場における課題を抽出

富山県の製造業の現場における課題を抽出するため、TSK株式会社様（以下、TSK様）、株式会社山口技

研様（以下、山口技研様）、株式会社ヤマシタ 様（以下、ヤマシタ 様）にご協力いただき、株式会社日本能率

協会コ ンサルティ ング様と 2023年9月から 10月にかけて3社に赴いてイ ンタ ビュ ー形式でヒ アリ ング

を実施し まし た。

（ヒ アリ ング実施協力者）

株式会社日本能率協会コ ンサルティ ング（ ）

デジタ ルイ ノ ベーショ ン事業本部DXコ ンサルティ ング推進室　 室長

兼　 シンク ロノ ス・イ ノ ベーショ ンユニッ ト  シニア・コ ンサルタ ント

神山　 洋輔様

（ヒ アリ ングご対応者）

TSK株式会社（ ）

https://w w w. jm ac.co. jp/

https://tsk-corp . jp

https://www.jmac.co.jp/
https://tsk-corp.jp


技術部　 技師　 長岡克樹様（写真）

生産部　 部長　 原田真樹様

株式会社山口技研（ ）　https://w w w.yam aguch i-g iken .com

https://www.yamaguchi-giken.com


代表取締役社長　 山口剛史様（写真）

株式会社ヤマシタ （ ）https://y-ft.co. jp/com pany/

https://y-ft.co.jp/company/


専務取締役　 福山成志様（写真）

業務改革推進室　 中村真記様

業務改革推進室　 髙間俊秀様

以下の項目別に、課題認識と 現在の取り 組み状況についてイ ンタ ビュ ーを実施。

・KPI管理

・KPI展開

・生産性管理（ひと ）

・生産性管理（設備）

・品質管理

・工程管理（納期管理）

・原価管理

・デジタ ル活用

・エンゲージメ ント

その結果、各社と も に生産性向上が最重要課題であるも のの、ひと の動き、作業実態が把握できていな

いため、改善の糸口が掴みきれていないと いう こ と がわかり まし た。



そし て3社のイ ンタ ビュ ーに基づいて、課題解決に向けての4つのステッ プを設定。

第1ステッ プ：ひと ・設備・も のの見える化

第2ステッ プ：目標設定と 評価

第3ステッ プ：標準設定と 適正見積

第4ステッ プ：生産計画・指示の精度向上

［第2段階］抽出し た共通課題に対するDXソ リ ュ ーショ ンの提供（体験）

cap）富士通・米澤さ んによる「DX実戦体験においてのテーマの位置づけや狙い」の説明

今回の実証実験は、第1ステッ プである「ひと ・設備・も のの見える化」を対象にし ています。実証先と な

るTSK様には3つのシーンを提案。話し 合いの結果、マルチカ ッ タ ー機器関連作業の見える化を行う こ

と に決定し まし た。マルチカ ッ タ ーは3台あり 、1名が担当。設備動作時間は、TSK様と IoTRY様と の取り

組みにより 把握し ていまし たが、作業時間については把握できていませんでし た。

富士通の持つDXソ リ ュ ーショ ンの中から 、今回の実証実験で提供するのは、「Fu jitsu Kozuch i」の行動

分析機能と 人の目視判断を自動化する「COLMINA画像認識・異常検知AI」です。



＜Fujitsu Kozuch iの行動分析機能＞

TSK・長岡様による「時系列化さ れたグラ フ 」の説明

今回は専用のカ メ ラ ではなく 、TSK様がマルチカ ッ タ ー機器のそばに設置し ている監視カ メ ラ の映像

を「Fujitsu Kozuch i」に使用。1日分の作業を撮影し た映像に対し 、「Fu jitsu  Kozuch i」にて作業者の「マ

ルチカ ッ タ ー周辺作業」「PC操作行動」のフ ラ グを検出し 、時系列にグラ フ 化。さ ら に作業者の行動内訳

についての円グラ フ を生成し まし た。



cap）富士通・米澤さ んによる「手動自動による集計作業の比較」の説明

技師の長岡様に8時間分の作業者の映像を目視で確認し ても ら い、手動で作成し た行動内訳と 比較し た

と こ ろ、ほぼ同じ も のが作成できまし た。集計の所要時間は長岡様の手動の場合、約10時間。対する、

「Fu jitsu  Kozuchi」での自動集計は約10分と 、98％以上の大幅な時間短縮を実現し まし た。

＜COLMINA 画像認識・異常検知AI＞



富士通・白井さ んによる「COLMINA 画像認識・異常検知AI」の説明

マルチカ ッ タ ーの稼働中にカ ッ ト する材料が固定できず、加工位置がズレてし まう 場合があると いう

課題に対し て、マルチカ ッ タ ーの上部に接写カ メ ラ を設置。「COLMINA画像認識・異常検知AI」で判定ア

ルゴリ ズムを構築し た結果、非常に高い正解率で位置ズレを検知できまし た。今後、学習するサンプル

画像の拡充、AIモデルのブラ ッ シュアッ プにより 、さ ら なる正解率向上が図れると 思っており ます。

作業の異常をいち早く 検知し するこ と で、品質の定量化、さ ら には材料廃棄ロスの対策にもつながると

期待し ています。

実証実験を踏まえ、さ ら に展開する「見える化」と 課題解決への取り 組み



TSK・長岡様が、実際の作業現場の状況を実証実験関係者に説明する場面も

今回の実証実験で得ら れた成果を踏まえて、その後の展開を長岡氏と すでに検討し ていると いう 白井

氏。

「今後は、可視化さ れた作業状況を見て、長岡様や現場の皆様と と も に、改善でフ ォ ーカ スし たい動作を

決めていきます。例えば、パソ コ ン前での作業やカ ッ ト するための段取り など。それぞれの動作に合わ

せて、専用のカ メ ラ を個別配置するなどし て、より 精度の高いデータ を取り まし ょ う と 長岡様と 話し て

います」と 白井氏。

また「TSK様、IoTRY・加藤社長と 取り 組んでいる設備の稼働状況のデータ と 、今回の実証実験で取得し

た「ひと 」のデータ を照合し 、ハイ ブリ ッ ド に生産性を分析するこ と にも 挑戦し ていきたい」と 白井氏は

語り まし た。

製造業の課題解決に向けての取り 組みは、今後も 続きます。

▼ご紹介ソ リ ュ ーショ ン



・Fu jitsu  Kozuchi for Vision（本文中、「Fu jitsu  Kozuch i」と 省略し て表記）

https://w w w.fu jitsu .com /jp/services/kozuchi/

・COLMINA 画像認識・異常検知AI

・COLMINAデジタ ル生産準備 VPS GP4

募集テーマ

https://w w w.fu jitsu .com /jp/solutions/industry/m anufacturing /m onozukuri-total-

support/vision/im age-ai/

https://w w w.fu jitsu .com /jp/solutions/industry/m anufacturing /m onozukuri-total-

support/products/p lm -softw are/dm u/vps/gp4

災害時における避難者の情報管理

https://www.fujitsu.com/jp/services/kozuchi/
https://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/manufacturing/monozukuri-total-
https://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/manufacturing/monozukuri-total-

